ホイク ジッシュウ エノ ガクセイ ノ カンテン ト カダイ by 千勝 真知子 et al.
保育,実習への学生の観点と課題
Students Viewpoints and PF6blerrls



















































項 目 19年度 (%) 20年度 (%)
雰囲気 。指導・対応がよかつた 36% 50%














































項 目 19年(%) 20年(%)



































































項 目 19年(%) 20年(%)



































































項 目 19年(%) 20年(%)
指導方法 27% 12%































手し幼児の日常の援助 (歯磨き 。おむつ交換など) 3 1
折り紙 2
自閉症児の特徴 1















ミルクの飲ませ方・抱き方 。おむつ交換 9 5
ピアノ 3
年齢にあつた主活動 1 2
現代的な体操や手遊び 1
障害児との接し方 1
プールに関しての予備知識 1
日誌の書き方 1
食事の援助法 1
集中のさせ方 1
乳児の発達過程と対応法 1
わらべうた 。幼児向けの歌 1
ペープサー ト 1
6.その他
・充実していた
・大変だったけど楽しかった
。疲れました
。先生も実習を体験して欲しい
。責任実習で多くのことが勉強になりました
。実習で使える制作などをもっと取り入れて欲しい
。エプロンシアター・ペープサ=卜などを準備しておくと良い
。実習先によつて,指導内容に差があるように思う
。遠いところまで訪問してくれてありがとうございました
・先生が実習園に来てくれたかどうかわからなかった
・子どもは可愛い
。もう実習はたくさんです
以上アンケート調査の結果である。アンケート調査は保育実習Ⅱに関するものであり,実習形態
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としては参加実習,指導実習である。参加実習は,子どもの中に入ってかかわり,保育者として
の役割の一部を担っていくことで,“一緒に遊ぶ"“絵本・紙芝居の読み聞かせをする"“手遊びを
楽しむ"等,自分からかかわり援助することである。指導実習は自ら事前に指導計画を立てて実
践し,保育士としての責任を担うことであり,子どもの生活に即した指導計画が大切である。表
1では,実践 (絵本,手遊び)を楽しんでもらえた,子どもへの理解ができた,行事に参加でき
たことが19年度,20年度いずれも30%強であり,実習園に対して「よかった・うれしかった」こ
との3分の1が参加実習の成果をあげているといえる。また,雰囲気・指導・対応が良かった,
反省会で励まされたなど実習園の指導に対して,19年度は40%,20年度は54%と指導体制が充実
していたことがうかがえる。またその他では自分の弱点への気づき,前実習での反省点を生かせ
た,保育士の姿勢が勉強になったなど,実習を通して振り返りができたことがあげられ,大変素
晴らしい実習の成果である。表2は実習園に不満であるに対して,特になし・回答なしが57%,
20年度は71%であり,不満と感じた実習生のほうが少なかった。指導上の不満では指導実習に関
することがややあり,指導案の提出日がはやい,指導案に対する助言がほしい,指導実習の日が
はやい (子どもを把握してから出来ればよかった)などで,保育所側の予定などもあり難しいと
ころであろう。子どもへの対応に関しては,“実習期間同じ年齢クラスだつたが他の年齢クラスも
関わつてみたかった"との記述があつたが,前回の実習で各年齢を経験したので,今回はじつく
りと子どもを把握してほしいとの考えもあってのことかと思われる。“0歳児クラスも担当したか
った"との記述があったが,月齢によっては人間関係がつくられていない人から世話を受けるこ
とに不安感をもち,生活が舌しれることがあつてはならないために,あえて実習生を入れないと考
えている保育所もあるようである。表3-1は子どもが慕ってくれた,折り紙や手遊びを喜んで
くれた,下手な伴奏でも歌つてくれたなど,子どもたちと楽しく,充実したかかわりができたこ
とを表している。また,乳児とのかかわり方,障害児への対応,指導実習を通して各年齢への理
解が深められたなど,体験学習の成果があげられていると言える。さらに “保育士に向いている
ことを確信できた"と自信をもった学生もいた。表3-2では “励まされた"“褒めてくれたこと
がうれしかった"との記述が約10%であり,約70%は指導案や指導実習のアドバイス,子どもた
ちとの場面によってのかかわり方など実習園での適切な指導を頂いたことがうかがえる。表4-
1では,“子どもへの対応に困つた"“実習生の言うことを聞いてくれない"等,19年度56%,20
年度41%である。約半数の実習生が子どもへの対応に苦戦しているようである。子どもたちは,
実習生に対して無関心であったり,甘えてきたりとさまざまな態度を示す。子どもたちの成長の
プロセス・環境・性格などが違うことを意識して対応することは、12日間の短い期間では難しい
ものと考える。このような結果を得ることにより,学生自身が “子どもへの対応に困つた"とい
う結果だけで終わらず子どもへの理解を深める意識を高めていけば,意義ある実習となるであろ
う。表4-2からは19年度55%,20年度Z%が指導の先生への不満はないようである。指導に関
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して若干の記述があったが指導実習に関してのことであり,実習生にとつては相当なプレッシャ
ーであるようだ。表5-1は短大で学んだことで実習に役立ったこと,表5-2は実習前に学べ
るとよいことを記述してもらった。役だったことは,手遊び,絵本・紙芝居の読み聞かせ,ビア
ノ,パネルシアター,指導案の書き方など指導実習で成果があつたのではないかと思われる。ま
た,学べるとよかったことに “指導案の書き方"を約25%の学生があげている。このことは授業
の中で指導案のどのような部分が大変であるか具体的に検討していく必要があろう。その他には
“充実していた"と実習の目標を達成したと思われる記述があつたかと思うと,“先生も実習を体
験してほしい"“もう実習はたくさんです"と実習の大変さを語つている記述もあった。
Ⅳ おわりに
保育実習の履修方法は時代とともに変遷し,現在に至った。核家族化や女性の社会進出により,
保育需要に応えるべく保育所の役割は大きい。乳幼児が一日の大半を過ごす保育所は,乳児保育,
障害児保育,病児保育,子育て支援など保育内容は多様化している。さらに近年の子どもをめぐ
る環境の変化は著しく,高い資質が保育士に求められている。今回は保育実習Ⅱのアンケート調
査を実施したもので,その目的は「保育所の保育内容とその体系を学び,保育士としての考え方
や保育技術を習得する。実習を通じて養護や教育の本質を体験的に理解する。またこれまで学習
した知識や技能を基礎に,実践を通してさらなる応用力を養う」とうたわれている。保育士の職
務の理解,子どもの個人差に応じた対応,発達過程に応じた援助法,指導計画の立案と実践,保
育士の職業倫理と資質についての理解がどのくらいできたであろうか。実りある実習にするため
には,授業における保育専門科目を深く学び,知識や技能を高めるとともに,幅広い教養を身に
つけることが大切である。本学保育科学生の日頃の授業への取り組みにより,充実した実習に結
びつくようにと願うものである。
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